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（総合審査結果の要旨） 
 
原美湖は、本学修士課程に入学する以前から、一貫して作品コンセプト、素材の意味、展示空間などにつ
いて考察を深め、それを作品制作と理論研究の両面から追究してきた。作品制作では人の存在の痕跡を表現
するために、解体される家の柱や壊れたアスファルトなどを型どりして別の素材へ置き換え、それをインス
タレーション作品へと昇華させる作品を制作してきた。2年間のチェコへの留学も含めて博士課程において
は、さらにコンセプトを深化させ、「人の存在の儚さと美しさ」を表現するため、透過性のある素材によって
水滴のような形状の中にモチーフである人の像が浮かび上がる作品を制作した。そうした自らのコンセプト
の生成過程について詳細に分析したのが提出論文である。現代美術は人の思考が伴う美術表現であると繰り
返し言われるが、批評家や鑑賞者の視点から語られることが多い。そのような研究状況に対して、提出論文
は、制作者の思考と美術表現との関係について論じるところにオリジナリティが認められる。外的事物に触
発されたコンセプトの生成過程、コンセプトと＜素材－技法－かたち＞との相互深化、作品展示の社会的意
味、制作後に作成するポートフォリオなどの再作品化による自己評価といった、制作者の視点から美術制作
過程を細かなフェーズに分節化して論じることで、現代美術が制作者の深い思考によって成立していること
が説得的に論じられる。 
そうした制作行為と論文執筆において、制作者の思考を伴う創作行為が「制作者にとって今を生きる自己
と、今ある社会とを実感をもって捉える一つの方法」であるということを導き出すことによって、美術制作
と人間形成とが重なり合う地点へと到達したことは、特に優れた点として評価できる。制作者としても研究
者としても、今後美術教育に大きく貢献することが大いに期待できる修了作品・論文となっている。最終試
験の結果も含めて、総合審査結果として課程博士学位に相応しい水準に達していることが認められ、審査員
全員一致で合格と判定した。 
